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１人１台端末について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育ＤＸ推進課 



  資料   

次期更新端末の OS 選定について 
 
○Chromebook 実証校アンケート結果 

１ 導入背景 
  ・県立学校におけるタブレット端末の再整備・更新方針（令和５年度１２月 

２０日教育 DX 加速化委員会）において「Google Chrome OS で調達し、 
令和 6 年度初めから複数のモデル校で実証配備する。」とされたことを受け、
令和 6 年度 4 月からモデル校で実証を実施している。 

 
２ 実証内容 
  ・授業等学習活動における効果的な活用 
  ・端末管理等業務負担及び通信状況の評価 
 
３ アンケート対象及び有効回答数 
  ・実証３校の、教員（72）・生徒（1077）・保護者（307） 
 
４ アンケート実施期間 
  ・令和 6 年９月２日（月）から令和６年 9 月２０日（金） 
 
５ アンケート結果 
（１）「起動が速い」ことは、授業や自習に便利だと感じますか。 
  ・非常に役立っている、ある程度役立っている（教員：９４％） 
  ・とても便利、まあまあ便利（生徒：９２％） 
  ・非常に満足、満足（保護者：３９％） 
（２）Windows と比べて、「シンプルな操作性」は授業で使いやすいと思いますか？ 
  ・非常に使いやすい、使いやすい 

（教員：５８％ 生徒：６８％ 保護者：２８％） 
（３）「バッテリー持続時間」は、他の OS（Windows 等）の端末と比べてどうで

すか。 
  ・長い、同じくらい 

（教員：９９％ 生徒：９８％ 保護者：４６％） 
（４）学習活動で使用する端末として、どれが最も適していると思いますか。 
   ・Chrome OS（教員：４３％ 生徒３３％） 
   ・iPad OS   （教員：２５％ 生徒４３％） 
   ・Windows  （教員：３２％ 生徒２４％） 

 
○教育 DX タスクフォースの結論 

  県立学校で調達する生徒用タブレット端末について、県立中学校・高等学校・
中等教育学校で Chromebook の導入を進める。 


